
環境プラザの予算額（平成 15 年度） 

 

環境プラザ業務費 

 業務内容詳細 要求額（千円） 決定額（千円）

管理業務 ・ 本庁との連絡調整 

・ 固有施設の管理，複合施設管理

調整 

・ 庶務，経理，予算決算 

・ 事業計画の策定，事業報告書の

作成 

  運

営

管

理 

運営業務 ・ 環境プラザ懇談会の実施 

・ 運営委員会の設置，運営（未実

施） 

 

 

 

 

相談業務 ・ 小中学生の受け入れ説明 

・ 大学生の受け入れ説明 

・ 講師派遣 

 

 

 

 

 

 

設備対応業

務 

・ 図書，資料，教材，機材の選定，

購入 

・ ＨＰの管理・拡充企画 

・ 展示物等の維持・管理 

・ 複合施設情報システム保守 

  

地球温暖化

対策 

・ エコファミリー事業 

・ 温暖化対策モデル事業 

・ KIDS ISO14001 事業 

  

普及啓発 ・ 環境総合講座   

プ

ラ

ザ

事

業 

学習，環境活

動支援 

・ こどもエコクラブ 

・ 環境教育リーダー制度 

・ 環境保全アドバイザー制度 

  

共

通 

・ 職員人件費（時間外） 

・ 臨時職員人件費 

・ 旅費 

・ 消耗品，定期刊行物，印刷製本費 

・ 通信運搬費，保険料 

・ 交通費，バス借上 

・ 夜間運営委託（未実施） 

  

 合計総額 19,385 8,700 

本庁から

業務移行

 

＊ 臨時職員 2名要求→1 名（職員人件費をカットしたら 2 名 OK） 

＊ SE（サービスエンジニアリング）HP 等の改訂のための人件費 0 査定 

＊ 講演会外部講師料 0 査定 



03/07/23 環境プラザ担当 

環境プラザ運営の考え方 (案) 

 

 

 

 

 

 

平成１５年度 

共通認識の確立 

懇談会における検討内容とスケジュール

業務運営 

１ 事業の企画 

① 政策的視点からの企画 

② 定例的業務の企画 

③ 自由発想業務の企画 

２ 市の提案と懇談会意見の融合 

３ 環境プラザ事業として実施 

  

 

将来の運営組織の選択肢 

① 新NPOへの委託 

② 既NPOへの委託 

③ 民間会社への委託 

④ 直営 

⑤ ①～④の複合 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

成１７年度 

な運営開始

の準備 

平成１６年度 

合意形成 

平成１8年度 

 

 

 

新たな運営 

市長市政方針・・・“私の決意 第1弾” 

① 市民の視点を取り入れた市政（市民への徹底した

対話から生まれた意見・アイディアを政策立案

② 市民とともに進める市政（市民と行政がその役

様な主体が協働しながら公共を担い合う協働型

③ 政策評価による成果主義の市政（重点化した事

その事業による成果は市民の視点を通して厳し

運 営 組 織 

の検討 

業 務 運 営 

の検討 

１の①～③

の状況に応

じて、運営組

織の選択肢

を決定 

運
営
形
態
の
検
討
（
市
と
懇
談
会
） 

市の課題 

3年目を目処に

委託化 
 

 

同左
 

 

平

新た

へ

 

 

 

新NPOの設立気運が 

高まれば、そのための

の開始 
組織形成 

情報提供とその情報を元にした市民との対話、そして

に反映します。） 

割分担を見直すことにより、市民・企業・行政などの多
の市政を進めます。） 

業に優先的に予算などの経営資源を配分するとともに、

く評価します。） 


